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   平成29年度第4回経営協議会議事要旨 

 日 時    平成30年3月16日（金）  14:30～16:30 

  場 所    役員会議室

  出席者 吉澤 靖之学長、 

氏家 純一委員（学外委員）、遠藤 信博委員（学外委員）、 

大野 喜久郎委員（学外委員）、北島 義斉委員（学外委員）、 

白石 興二郎委員（学外委員）、瀨下 明委員（学外委員）、 

福田 誠委員（学外委員）、三澤 正文委員（学外委員）、 

烏山 一委員（企画・大学改革・国際展開担当理事）、

田上 順次委員（教育・学生・国際交流担当理事）、 

渡邉 守委員（産学官連携・研究展開担当理事）、 

田中 雄二郎委員（医療・国際協力担当理事）、 

後藤 啓二委員（法務・コンプライアンス・地域貢献担当理事） 

欠席者 須田 英明委員（学外委員）、山口 武兼委員（学外委員） 

陪席者 大﨑 猛監事、春日野 珠恵監事、 

木村 彰方特命副学長（研究・評価）、近藤 弘副学長（事務総括）、 

田賀 哲也副学長（広報）、谷本 雅男学長補佐（企画・施設）、 

遠藤 弘行総務部長、飯田 和彦財務施設部長、 

山本 正彦統合教育機構事務部長、下田 弘二学長戦略企画課長、 

村松 正明人事課長、福好 秋徳財務企画課長、 

髙見澤 昭彦病院企画課長   

○ 確認事項

1 平成29年度第3回経営協議会議事要旨（案）について

吉澤学長から、平成29年度第3回経営協議会議事要旨（案）について、資料1に

基づき確認を行い、原案どおり承認された。 

○ 審議事項

1 平成30年度計画について（案）

吉澤学長から、平成30年度計画（案）について審議願いたい旨の提案の後、木
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村特命副学長から、資料2-1及び資料2-2に基づき説明があり、審議の結果、平成

30年度計画(案)について原案どおり承認された。 

なお、最終的な取扱いについては、吉澤学長に一任することとした。 

また、遠藤委員から、TMDUライフコース研究コンソーシアムの取組は、一つの

会社だけで価値を作るのが難しい現代において、非常に重要な方向性であると発

言があった。また、この仕組みを育てるために、情報や人材が可能な限り自由に

交流できるようなタイトな関係を構築することが重要であるとともに、外へ情報

発信をして、外から色々な意見を取り入れられるようなオープン性も同時に考え

る必要がある旨の発言があった。 

この発言を受けて、渡邉理事及び木村特命副学長から、コンソーシアムにおい

ては多数の企業と多面的な連携を行い、個々の企業との個別研究テーマについて

はコンソーシアムと連動するために創設したオープンイノベーション制度を利用

した連携を行っていく旨、また、平成29年度から開始した創生医学コンソーシア

ムにおいては、海外も含めた企業・大学と連携できるよう、海外で活躍している

優秀な若手の人材を教授として招く一方、学内では研究機器を研究支援施設に集

中させるなどの体制整備を行っている旨の発言があった。 

 

2 平成30年度学内当初計画について（案） 

吉澤学長から、平成30年度学内当初計画(案)について審議願いたい旨の提案の

後、福好財務企画課長から、資料3-1から資料3-4に基づき説明があり、審議の結

果、平成30年度学内当初計画(案)について原案どおり承認された。 

氏家委員から、人件費について、一時的な要因ではなく、今後も増加基調が続

くのか質問があった。 

この質問を受けて、近藤副学長から、定期昇給等に伴う自然増が主な要因とな

っており、至急、人件費抑制の対応が必要である旨の発言があった。 

遠藤委員から、オペレーションを健全化するためには、収入を増やすか、支出

を減らすかの二つしかないが、支出を減らすために人を減らしてサービスが低下

するようなことがあってはならないため、人が効率的に働くことが重要であると

発言があった。業務の効率化を把握する指標として、業務のデジタル化率は一つ

の指標となるため、他の大学のそれと比較をしながら、デジタル化の余地を検討・

計画して欲しい旨の発言があった。 

この発言を受けて、吉澤学長から、業務の効率化について、検討している旨の

発言があった。 

三澤委員から、ここ数年、歯学部附属病院への運営費交付金の配分が減少して
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いる旨、また、運営費交付金の歯学部への中長期の配分計画が見えないため、歯

科同窓会として歯学部附属病院の再整備計画を考える場合、再整備の原資を憂慮

している旨の発言があった。 

この発言を受けて、近藤副学長から、まずは両附属病院の収支を正確に把握す

るために、運営費交付金の各部局への配分を当初計画時点では留保するとともに、

大学全体、医学部附属病院及び歯学部附属病院を区分して予算編成を行った旨の

発言があった。さらに、両附属病院の再整備については、一義的には両附属病院

それぞれの収入で返済する必要がある旨の発言があった。 

また、田中理事から、両附属病院それぞれの財務状況に関わらず、大学附属病

院の使命を果たすために必要な投資については予算に組み込んでいる旨の発言が

あった。 

また、瀬下委員から、他大学においても同窓会が大学へ多額の寄附をする事例

はあるが、同窓会が大学の経営に介入するのは適切でないのではないかとの発言

があった。さらに、吉澤学長から、高所からの発言をお願いしたいとの発言があ

った。 

 

3 非常勤職員の給与に関する諸規則の改正について(案) 

吉澤学長から、非常勤職員の給与に関する諸規則の改正(案)について審議願い

たい旨の提案の後、村松人事課長から、資料4に基づき説明があり、審議の結果、

非常勤職員の給与に関する諸規則の改正(案)について原案どおり承認された。 

福田委員から、ゲート通過による勤務時間管理について提案があった。 

この提案を受けて、村松人事課長から、費用面の問題、及びゲートを通過した

時間をそのまま労働時間とできるか検討する必要があり、まずは自己申告により

勤務時間を管理することとした旨の発言があった。 

 

4 人件費管理に関する方策について（案） 

吉澤学長から、人件費管理に関する方策(案)について審議願いたい旨の提案の

後、村松人事課長から、資料5に基づき説明があり、審議の結果、人件費管理に

関する方策(案)について原案どおり承認された。 

瀨下委員から、歯学系で55歳から60歳の教員が多い理由について質問があった。 

この質問を受けて、吉澤学長及び田上理事から、歯科については高齢での開業

が難しく、関連病院も少ないことが流動性が低い要因である旨、今後は臨床や教

育に特化した役割分担を行うなどの改善策を検討する旨の発言があった。 

この回答を受けて瀬下委員から、両附属病院を統合することも含めて検討をお
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願いしているところであるが、能力のある教員については、医と歯という区別を

するのではなく全体としての人件費管理を検討してもらいたい旨の発言があった。 

福田委員から、アウトソーシングと人員抑制に関するポリシーについての質問、

及び本学においては給与計算等、アウトソーシングを進める余地がある旨の発言

があった。 

この発言を受けて、村松人事課長から、給与の支払いや保険関係業務について

業務委託を検討している旨の発言があった。また、吉澤学長から、アウトソーシ

ングで余剰となった人員については、他の必要な部署への配置転換を検討してい

る旨の発言があった。 

氏家委員から、教員のアウトソーシングについて、質問があった。 

この質問を受けて、田中理事から、教員などのプロフェッショナルのアウトソ

ーシングについては、教養教育で多様性を持たせるために非常勤講師を委嘱して

いる旨の発言があった。 

この発言を受けて、氏家委員から、企業ではプロフェッショナルであっても時

差を利用して海外へアウトソーシングしている事例がある旨の発言があった。 

瀨下委員から、医療分野においては他の業界と同列の人員抑制は馴染まないこ

と、また医学部附属病院と歯学部附属病院の統合についてはこれまでも指摘して

きたように早急に実施すべきであり多角的な視点で、先んじて対応策を検討する

必要がある旨の発言があった。 

この発言を受けて、田中理事から、統合診療機構を発足して事務の一体化、看

護師や臨床検査技師の一括採用を進めている旨の発言があった。 

 

○ 報告事項 

 1 平成30年度管理・運営体制について 

吉澤学長から、平成30年度管理・運営体制について、資料6に基づき説明があ

った。 

 

2 両附属病院に係るＫＰＩの設定について 

田中理事から、両附属病院に係るＫＰＩの設定について、資料7に基づき説明

があった。 

 

 3 第3期から第6期中期目標期間中の大学全体収支シミュレーションについて 

下田学長戦略企画課長から、第3期から第6期中期目標期間中の大学全体収支シ

ミュレーションについて、資料8-1から資料8-3に基づき説明があった。 
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白石委員から、医療の質を維持し、更には高めながら病院経営を立て直し、運

営費交付金に依存しない体質を作っていくためには、アウトソーシングや人件費

抑制等の大胆な措置が必要になる旨、また効率だけではなく、他大学と連携して

効率化をするなど、適切に効果的に運営していくことが国立大学として必要であ

る旨の発言があった。 

さらに白石委員から、歯科が東京医科歯科大学の原点であることは承知してい

るが、大学全体の実情に合わせた運営費交付金等の学内配分について冷静に検討

する必要がある旨の発言があった。 

福田委員から、今回のシミュレーションで試算された状況は、東京医科歯科大

学の存立如何よりも大きな問題であり、運営費交付金のあり方そのものにかかわ

る事項であるため、政策当局と早めに協議を始める必要がある旨の発言があった。 

氏家委員から、キャッシュフローベースのシミュレーションの作成を検討して

欲しい旨の発言があった。 

三澤委員から、歯学部を例にすると教育に関する機能を大学が行い、診療に関

してはアウトソーシングで対応することも考えられる旨の発言があった。 

 

4 平成30年度学部入学試験の実施状況について 

田上理事から、平成30年度学部入学試験の実施状況について、資料9に基づき

説明があった。 

 

5 平成30年度経営協議会開催スケジュールについて 

吉澤学長から、平成30年度経営協議会開催スケジュールについて、資料10に基

づき説明があった。 

 

○その他 

1 次回の経営協議会について 

吉澤学長から、次回の経営協議会は、平成30年6月25日(月)の開催を予定し 

ている旨の発言があった。 

 

最後に、今年度限りで任期満了となる、大野委員から、挨拶があった。 

また、吉澤学長から、須田委員も今年度限りで任期満了となる旨の報告があった。 

 

（以上）  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




